
賃金の不払い・
労働災害など
相談を受付けます。

全
建
総
連
九
州
地
協
企
業
・
整
備
局
交
渉

生生
活活
にに
必必
要要
なな
賃賃
金金
確確
保保
とと

労労
働働
条条
件件
のの
改改
善善
をを
求求
めめ
てて

�
九
地
協
企
業
・
整
備
局
交
渉
打
合
せ
集
会

▲大林組へ要請

五
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日

の
二
日
間
、
九
州
各
県
の
代
表

九
十
一
人
が
集
ま
り
、
九
州
地

方
整
備
局
や
福
岡
市
に
支
店
や

営
業
所
を
お
く
大
手
建
設
、
住

宅
企
業
に
対
し
て
賃
金
・
労
働

条
件
等
の
改
善
を
求
め
て
要
請

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

出
発
に
際
し
て
、九
地
協（
九

州
地
方
建
設
労
働
組
合
協
議

会
）
の
相
川
哲
男
議
長
が
「
賃

金
が
下
が
り
、
生
活
が
で
き
な

い
。
若
年
技
能
者
の
育
成
も
で

き
な
い
賃
金
形
態
で
は
建
設
業

は
衰
退
を
し
て
い
く
だ
け
だ
。

二
日
間
の
交
渉
の
中
で
、
私
た

ち
の
声
を
企
業
に
ぶ
つ
け
て
賃

金
や
労
働
条
件
が
少
し
で
も
改

善
す
る
よ
う
交
渉
に
臨
み
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

全
建
総
連
の
高
橋
賃
金
対
策

部
長
は
「
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
住

宅
企
業
が
新
た
な
儲
け
先
を
考

え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
私
た
ち

現
場
で
働
く
労
働
者
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
安
い

住
宅
を
提
供
す
る
ロ
ー
コ
ス
ト

ビ
ル
ダ
ー
の
現
場
で
働
く
仲
間

の
賃
金
は
大
変
悪
化
し
て
い
る
。

低
賃
金
や
安
全
軽
視
な
ど
直
ち

に
改
善
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い

課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
今
日

の
交
渉
が
解
決
に
向
け
た
第
一

歩
に
な
る
よ
う
奮
闘
を
期
待
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

交
渉
は
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
大
林
組
、
竹
中
工

務
店
、
積
水
ハ
ウ
ス
な
ど
大
手

企
業
二
十
四
社
と
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
を
訪
問
し
、

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

整
備
局
交
渉
で
は
、
建
設
長

崎
の
小
林
賃
金
対
策
部
長
が
、

「
設
計
労
務
単
価
の
下
が
り
方

は
何
だ
！
お
ま
け
に
低
入
札
を

野
放
し
に
し
て
、
こ
の
ま
ま
で

は
み
ん
な
倒
産
、
食
っ
て
い
け

な
い
」
と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

他
県
の
仲
間
か
ら
も
「
労
務
単

価
の
下
が
り
方
は
今
の
回
答
か

ら
人
ご
と
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

も
う
少
し
現
場
で
働
く
者
の
こ

と
を
考
え
な
い
の
か
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

交
渉
は
、
生
活
に
必
要
な
賃

金
の
確
保
、
適
正
な
工
期
の
確

保
、
労
災
隠
し
の
根
絶
、
建
退

共
の
促
進
な
ど
を
求
め
建
設
長

崎
が
団
長
を
努
め
た
４
班
の
主

な
内
容
は
次
の
通
り
で
し
た
。

▲要望書を手渡す相川副委員長

す
で
に
お
知
ら
せ
の
と
お
り
、
住

宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
の
成
立
に
よ
り
、

平
成
二
十
一
年
十
月
以
降
に
引
き
渡

す
新
築
住
宅
の
請
負
人
・
売
主
に
は
、

「
保
険
の
加
入
」
ま
た
は
「
保
証
金

の
供
託
」
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

「
保
険
」
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
国
土
交
通
省
が
指
定
す
る
保

険
法
人
の
み
で
す
が
、
五
月
十
二
日
、

最
初
の
指
定
法
人
と
し
て
、「
�
住

宅
保
証
機
構
」
と
「
�
住
宅
あ
ん
し

ん
保
証
」
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
両

法
人
で
は
今
後
、
新
法
に
対
応
し
た

新
た
な
「
保
険
制
度
」
の
取
り
扱
い

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

保
険
制
度
の
内
容
や
、
新
た
な
保

険
法
人
の
指
定
な
ど
、
新
法
の
詳
細

が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
随
時
、
機

関
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
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建設長崎代表団が要請に向った企業交渉内容
セキスイハウス

●生活に必要な賃金確保につい
て
毎年賃金調査をおこない、
実態の把握に努めている。労
働福祉の観点と高品質の商品
を提供するための技術技能の
確保のために強い関心をもっ
ている。九州は地域格差があ
り、一日１４，０００円代で年間４００
万円を越えたくらい。
●アスベスト対策
石綿健康診断実施保管の義
務づけを図ると共に、作業状
況の記録保管を徹底し、現場
施行証明を発行できる体制づ
くりを進める
●不払い対策
具体的な事例に基づき内容
を精査した上で、法律および
行政指導の趣旨に沿って対応
したい
●建退共の加入促進
当社独自の積立年金制度や
在職功労金制度、主任技能者
奨励金制度を以前から導入し
ているので、それを優先して
いる。この制度の対象となら
ない職人に対しては建退共制
度をＰＲしている。

大林組

●現場の賃金が設計労務単価を下回らない
ように
第一次協力会社と数量×単価による契
約。各社との雇用関係にある現場作業員
の賃金については関与できない
●適切な工期の確保を
客先の要望で短い工期もあるが、生産
性を上げて極力残業を減らすように努力
●産廃処理費用について
排出事業者として当社が負担。資材の
高騰による単価上昇も極端な場合は、現
場からの申し出に応じて随時協議対応。
●技能労働者不足の解消、後継者の育成に
ついて
職種によっては後継者が育ちにくいこ
とは認識。事業主が後継者を育てなけれ
ばいけないと思うが、その費用は協力会
社との契約にも上がっていると思う。
●不払い問題への対応
工事期間中の倒産、破産については事
実関係を調査の上で十分協議し、前向き
に対応。
●労災隠しがないように
事業主研修会で指導。軽微なケガも全
て報告するように指導。
●建退共について
請求手続きは、各現場から協力会社を
通じて、安全環境部で配布。現場での事
務受託は、現金を取り扱う事と同じなの
でできかねない。

竹中工務店

●現場の賃金が、設計労務単価
を下回らないように
職種・能力によってバラつ

きがあり、能率を上げて賃金
確保を！
●適切な工期の確保を

突貫工事は避けている。受
注時に適切な工期の設定を
行っている。
●技能者不足の解消、後継者の
育成について
大事な問題と理解。費用負

担難しい
●労災隠しの根絶

小さな労災でも報告するよ
うに指導を徹底
●建退共について

加入業者には申し出。末端
までのＰＲは難しい
●適正な賃金が払えるように下
請けの経費を確保してほしい
賃金が経費の支払いに回ら

ないように目配りしている。
著しく単価が低い場合は、再
度確認。一次下請けの指導は
しているが、末端は弱い。

住宅瑕疵担保履行法

国土交通省による
保険法人の指定開始
今回指定された保険法人

��住宅保証機構（東京都）
業務開始日 ２００８年６月２日

��住宅あんしん保証（東京都）
業務開始日 ２００８年７月１日

建設労働１１０番 6日時：７月２７日� 午前１０時～午後２時

電話：組合本部（０９５‐８６２‐７１２１）
当日は、電話のみの相談となります。

１ 毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）６月１５日発行建 設 長 崎第５１６号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�
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▲優勝！６連覇を飾った大村支部

六
月
十
八
日
�
、

真
夏
の
太
陽
を
思

わ
せ
る
強
烈
な
日

差
し
が
照
り
つ
け

る
中
、
琴
海
北
部

グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
今
年
も
各
支

部
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
金

子
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
昨

年
優
勝
の
大
村
支

部
よ
り
真
紅
の
優
勝
旗
が
返
還

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
準
備

運
動
で
体
を
ほ
ぐ

し
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

の
各
コ
ー
ト
に
分

か
れ
、
い
ざ
プ
レ

イ
ボ
ー
ル
。

各
支
部
と
も
優

勝
を
目
指
し
、
最

高
の
メ
ン
バ
ー
で

試
合
に
臨
み
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ト
で
は
参
加

者
や
応
援
者
の
声

援
、
ヤ
ジ
の
声
が
飛
び
交
う
中
、

好
・
珍
プ
レ
ー
続
出
の
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
回
戦
、
二
回
戦
と
試
合
は

進
み
、
つ
い
に
激
戦
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
二
チ
ー
ム
に
よ
る
決

勝
戦
で
す
。

一
チ
ー
ム
は
、
昨
年
優
勝
、

今
年
勝
て
ば
、
六
連
覇
達
成
の

大
村
支
部
。

も
う
一
チ
ー
ム
は
新
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
纏
い
勢
い
に
乗
る

西
彼
支
部
。

皆
が
息
を
飲
ん
で
見
守
る
な

か
、
優
勝
を
決
め
る
に
相
応
し

い
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
き
ま

し
た
が
、
西
彼
支
部
惜
し
く
も

一
歩
及
ば
ず
、
見
事
大
村
支
部

が
九
対
五
で
優
勝
を
決
め
六
連

覇
を
達
成
し
、
再
び
優
勝
旗
を

そ
の
手
に
し
ま
し
た
。

▲準優勝の西彼支部

大大
村村
支支
部部
６６
連連
覇覇

長
崎
市
在
来

木
造
住
宅
の
中
間
検
査

木木
造造
住住
宅宅
のの
中中
間間
検検
査査
を
開
始
！

１
、
木
造
住
宅
の
中
間
検
査
を

行
う
対
象
建
築
物
の
用
途

『
新
築
（
棟
別
の
新
築
及

び
車
庫
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
に
新
た
な
住
宅
を

増
築
す
る
場
合
を
含
む
。）

す
る
戸
建
住
宅
（
住
宅
以
外

の
用
途
を
兼
ね
る
建
築
物
に

あ
っ
て
は
、
住
宅
の
用
途
に

供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合

計
が
、
延
べ
面
積
の
二
分
の

一
以
上
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）』

２
、
木
造
住
宅
の
中
間
検
査
を

行
う
対
象
建
築
物
の
構
造
規

模（
階
数
面
積
等
の
規
模
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

『
主
要
構
造
部
の
全
部
又

は
一
部
を
木
造
（
在
来
軸
組

工
法
に
限
る
。）
と
し
た
建

築
物
』

３
、
木
造
住
宅
の
中
間
検
査
の

適
用
除
外（
法
第
十
八
条
国

県
市
及
び
仮
設
の
建
築
物
は

適
用
除
外
で
す
。）

『「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
」
第
五

条
第
一
項
に
よ
る
住
宅
性
能

評
価
書
（
建
設
住
宅
性
能
評

価
書
に
限
る
）
の
交
付
を
受

け
る
建
築
物
』

４
、
中
間
検
査
の
申
請
に
は
、

提
出
書
類
な
ど
の
ほ
か
中
間

検
査
申
請
手
数
料
が
必
要
で

す
！
（
市
手
数
料
）

指
定
確
認
検
査
機
関
の
手

数
料
は
申
請
先
の
指
定
確
認

検
査
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
右
表
参
照
））

５
、
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
建
築
行
政
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
！

『
長
崎
市
木
造
住
宅
中
間

検
査
手
引
書
』

指
定
確
認
検
査
機
関
又
は
市
建
築
指
導
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

〈
長
崎
市
建
築
指
導
課

T
E
L：

０
９
５
‐
８
２
９
‐
１
１
７
６
〉

電話番号

０９５‐８２２‐３１５１

０９５‐８６１‐１４７７

０９５‐８５６‐１３０５

０９５‐８４７‐１５１１

０９５７‐２７‐２１２７

０９５７‐５２‐２１６１

０９５６‐３３‐５３３５

０９５６‐４９‐３３７７

０９５０‐２８‐１０００
（保健センター）

０９５９‐７２‐３１８１

医療機関の所在地

〒８５０‐０８３２
長崎市油屋町１‐２１

〒８５２‐８０２２
長崎市富士見町３‐２５

〒８５２‐８０５５
長崎市虹が丘町１‐１

〒８５２‐８５１１
長崎市茂里町３‐１５

〒８５９‐０４０１
諫早市多良見町化屋９８６‐２

〒８５６‐０８１７
大村市古賀島町１３３‐２２

〒８５７‐１１６５
佐世保市大和町１５

〒８５７‐０１３６
佐世保市田原町１１‐９

〒８５９‐５３６３
平戸市草積町１１５８‐１

〒８５３‐８６９１
五島市吉久木町２０５

婦人科検診

なし

乳ガン
※他病院での受診

乳ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

なし

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

受診区分

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

日帰り

受 診
対象者

男性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性

男性
女性

男性
女性

実施医療機関名

ながさき内科
リウマチ科病院

さとう内科医院

虹が丘病院

長崎原爆病院

原爆諫早病院

大村市民病院

佐世保中央病院

久保内科病院

平戸市民病院

五島中央病院

平平成成２２００年年度度人人間間ドドッックク実実施施ののおお知知ららせせ
長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る一環として、疾病の予防と早期

発見により、健康管理の一層の推進を図るため、組合員と配偶者（主婦）の「１
泊２日」、「日帰り」の人間ドックを実施します。なお婦人科検診については病院
ごとに受診できる内容が違いますのでご確認ください。
■受 診 対 象 受診対象者

�長建国保加入の組合員
�配偶者（主婦）
【条件】�平成２０年６月１日現在において

１泊２日 満４０歳以上の方
日帰り 満３５歳以上の方

�保険料を完納している組合員

■受 診 料 受診者の個人負担額
�個人負担額 １泊２日 受診者１人につき１５，０００円

日帰り 受診者１人につき６，０００円
※申込時に必ず納入して下さい。

■申し込み方法 � 受診申し込みは、所属支部事務所にお願いいたします。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）

� 支部割当人員に達し次第締め切ります。
� 初めて受診される方は優先します。

■実 施 期 間 平成２０年６月から翌年１月まで実施いたします。

■検診の内容 �身体検査 �血圧測定 �心電図検査 �眼底検査 �尿検査
�便検査 �血液検査 	肺機能検査 
胸部Ｘ線検査
�胃部Ｘ線検査 �超音波検査 
骨密度Ｘ線検査 �体力測定
�婦人科検診（子宮がん・乳がん）等
※検査内容は、病院によって多少異なります。

優
勝

９，０００円

１１，０００円

１５，０００円

２０，０００円

３３，０００円

規模別の手数料（省略）

３０�以内
１００�以内
２００�以内
５００�以内
１千�以内

千�超～５万�超

いつから？

平成２０年６月２日～
確認申請された建築物に適用

建築場所は？
長崎市内
２・３号建物は全域、
４号建物は都市計画区域内

検査は？
新築木造戸建住宅
検査申請は
小屋組軸組完了棟上時

申請先は？

建築主事又は
指定確認検査機関へ

建
設
長
崎
各
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

準
優
勝

西
彼
支
部

ソフトボール大会トーナメント表

人間ドック実施医療機関

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１６号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）６月１５日発行



県
議
会
だ
よ
り

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

１１

受
診
方
法

健
診
実
施
期
間

特
定
健
康
診
査

の
検
査
項
目

▲左表参照

注
意
事
項

事
業
主
健
診
を

受
診
さ
れ
る
方

梅
雨
入
り
し
て
暑
い
、
じ
め

じ
め
し
た
天
気
が
続
き
ま
す
が
、

皆
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
六
月
十
四
日
に
は

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生

し
、
多
く
の
被
災
者
が
不
幸
に

し
て
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
め
い
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

五
月
号
の
「
県
議
会
だ
よ

り
」
に
記
載
し
た
、
ガ
ソ
リ
ン

代
の
高
騰
は
、
離
島
に
お
い
て

は
つ
い
に
二
〇
〇
円
を
越
え
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
六
月
十

九
日
の
長
崎
新
聞
は
一
面
ト
ッ

プ
に
「
イ
カ
釣
り
漁
船
一
斉
休

漁
」
と
し
て
「
全
国
で
三
〇
〇

〇
隻
燃
料
高
窮
状
訴
え
」
厳
し

い
燃
油
価
格
に
、
も
う
生
活
で

き
な
い
と
し
て
全
国
一
斉
に
立

ち
上
が
っ
た
と
い
う
記
事
を
載

せ
て
い
ま
す
。

今
の
ま
ま
現
状
が
続
け
ば
、

品
薄
や
値
上
げ
と
し
て
私
た
ち

の
食
卓
へ
も
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
と
し
て
い
ま
す
。
た
し
か

に
、
物
流
コ
ス
ト
な
ど
は
そ
の

最
た
る
も
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
県
庁
舎
の
新
築
移
転

問
題
で
、
長
崎
市
の
街
は
大
き

く
揺
れ
て
い
ま
す
。
過
去

に
高
田
知
事
の
時
代
に
魚

市
跡
地
に
県
庁
舎
を
建
て

た
い
と
言
う
結
論
が
出
た

時
に
は
も
め
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
す
が
。

こ
の
問
題
は
、
長
崎
県

が
防
災
都
市
と
し
て
地
域

の
防
災
拠
点
を
固
め
、
そ

れ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
県

庁
舎
を
建
設
す
る
と
い
う

視
点
に
立
た
な
い
限
り
、

県
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は

得
ら
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。
七

月
の
県
議
会
に
は
こ
の
問
題
を

含
め
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
と
は
、
四
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
方
を
対
象
に
厚

生
労
働
省
よ
り
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
予
防
に
着
目
し
た
健
診
で
、

「
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
か
ら
「
病
気
に
な
る
前
に
ま

ず
予
防
」
を
基
本
と
し
た
新
し
い
健
診
で
す
。
男
性
で
二
人
に
一

人
、
女
性
で
五
人
に
一
人
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
有

病
者
・
予
備
群
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
気
づ
か
な
い
ま
ま
放
置
し

ま
す
と
、
動
脈
硬
化
の
急
速
化
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
を
悪

化
さ
せ
、
心
臓
病
・
脳
卒
中
等
の
循
環
器
病
、
糖
尿
病
の
合
併
症

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

長
建
国
保
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
受
診
い
た
だ
く
よ
う
、
対
象

者
の
皆
様
に
は
特
定
健
康
診
査
の
受
診
方
法
に
関
す
る
詳
細
な
ご

案
内
通
知
を
封
書
に
て
個
別
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

覧
下
さ
い
。

こ
の
機
会
よ
り
毎
年
一
度
は
健
診
を
受
け
る
よ
う
習
慣
付
け
ま

し
ょ
う
。

�

受
診
対
象
者

長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

四
十
〜
七
十
四
歳
ま
で
の
組
合

員
及
び
家
族
の
方

（
長
建
国
保
の
加
入
期
間
が
一

年
以
上
あ
る
方
に
限
ら
れ
ま

す
。）

�

受
診
で
き
る
医
療
機
関

特
定
健
康
診
査
は
、
所
定
の

登
録
を
行
っ
た
医
療
機
関
で
、

か
つ
長
建
国
保
と
委
託
契
約
を

行
っ
た
医
療
機
関
で
な
け
れ
ば

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
者
の
皆
様
に
は
受
診
で
き

る
医
療
機
関
と
し
て
「
特
定
健

診
実
施
機
関
一
覧
表
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
さ

れ
て
い
る
医
療
機
関
の
中
か
ら

受
診
先
医
療
機
関
を
お
選
び
下

さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
の
実
施
初
年

度
の
た
め
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
は
健
診
準
備
の
都
合

上
、
即
受
診
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
ご

確
認
下
さ
い
。

�

受
診
日
の
予
約
方
法

受
診
先
の
医
療
機
関
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
直
接
医
療
機
関

へ
ご
連
絡
の
上
、
受
診
日
の
ご

予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
ご
予
約
の
際
に
は
必
ず

「
特
定
健
診
の
予
約
を
」
と
一

言
添
え
て
お
申
込
下
さ
い
。

※
予
約
な
し
で
直
接
医
療
機
関

に
行
か
れ
て
も
当
日
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
受
診

者
多
数
の
た
め
混
雑
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
受
診
日
の
予
約

に
あ
た
っ
て
は
充
分
ご
確
認

の
上
、
ご
都
合
の
良
い
日
時

な
ど
医
療
機
関
へ
ご
相
談
下

さ
い
。

※
組
合
で
は
健
診
受
診
日
の
予

約
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

�

受
診
に
必
要
な
も
の

受
診
日
当
日
は
、
左
記
書
類

を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
窓
口
へ

お
持
ち
下
さ
い
。

○
特
定
健
康
診
査
受
診
券

○
保
険
証

○
質
問
票
（
記
入
し
て
医
療
機

関
へ
お
持
ち
下
さ
い
。）

特
定
健
康
診
査
の
実
施
期
間

は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
末
日

ま
で
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

�

受
診
日
当
日
、
受
診
券
又

は
保
険
証
の
い
ず
れ
か
を
お

忘
れ
に
な
り
ま
す
と
、
特
定

健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

�

受
診
券
受
領
後
に
、
長
建

国
保
の
資
格
を
喪
失
さ
れ
ま

す
と
、
お
持
ち
の
受
診
券
で

は
特
定
健
康
診
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
資

格
喪
失
手
続
き
の
際
に
受
診

券
を
所
属
支
部
へ
返
却
し
て

下
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
の
受
診
対
象

者
の
方
で
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
基
づ
く
事
業
主

健
診
を
受
診
さ
れ

る
方
は
、
事
業
主

健
診
が
優
先
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、

長
建
国
保
が
実
施

し
ま
す
特
定
健
康

診
査
に
つ
い
て
は

重
複
し
て
受
診
す

る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
国
が
定

め
る
実
施
基
準
上
、
事
業
主
健

診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
そ
の
健

診
結
果
票
の
写
し
を
長
建
国
保

に
提
供
し
た
場
合
に
限
り
、
特

定
健
康
診
査
も
受
診
し
た
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
健
診
を
受
診
さ
れ
る

皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
建

国
保
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

防災協定調印式を行う金子県議
平成２０年６月１８日（県土木部長室）

組合特別健診のご案内
特定健康診査 ＋ 胸部エックス線検査

特
定
健
康
診
査
で
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
有

病
者
・
予
備
群
を
抽
出
す
る

た
め
の
検
査
が
項
目
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
組
合

で
は
、
そ
れ
以
外
の
独
自
の

検
査
項
目
と
し
て
特
定
健
康

診
査
と
併
せ
て
「
胸
部
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
」
を
行
う
「
組

合
特
別
健
診
」（
特
定
健
康

診
査
＋
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
）
を
実
施
致
し
ま
す
。

現
在
ま
で
に
実
施
で
き
る

医
療
機
関
（
別
表
�
参
照
）

は
限
ら
れ
ま
す
が
、
よ
り
多

く
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き

る
よ
う
順
次
委
託
依
頼
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
実

施
医
療
機
関
の
追
加
が
決
ま

り
次
第
本
紙
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ま
た
、
組
合
特
別
健
診
を

受
け
る
に
は
、
受
診
者
自
己

負
担
と
し
て
「
八
百
円
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

健
診
日
当
日
に
医
療
機
関

窓
口
に
て
お
支
払
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

受
診
対
象
者

長
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
四
十
〜
七
十
四
歳
ま
で
の

組
合
員
及
び
家
族
の
方

�

受
診
日
の
予
約
方
法

特
定
健
康
診
査
と
同
様
に

実
施
医
療
機
関
へ
直
接
ご
連

絡
の
上
、
受
診
日
の
ご
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
ご
予
約
の
際
に
は
必

ず「
特
定
健
診
の
予
約
を
」と

一
言
添
え
て
お
申
込
下
さ
い
。

�

受
診
に
必
要
な
も
の

○
特
定
健
康
診
査
受
診
券

○
保
険
証

○
質
問
票

○
受
診
料

八
百
円

�

実
施
で
き
る
医
療
機
関

（
左
表
参
照
）

特
定
健
康
診
査
の
ご
案
内

問診、計測、理学的所見、血圧
中性脂肪、HDL‐コレステロー
ル、LDL‐コレステロール
AST（GOT）、ALT（GPT）、γ‐GT（γ‐GTP）
空腹時血糖（ヘモグロビンAIC）、
尿糖
尿蛋白

※医師の判断に基づき、実施さ
れます。

診察

脂質

肝機能

代謝系

尿
貧血検査
心電図検査
眼底検査

０９５‐８５７‐３０００
０９５‐８６１‐１４７７
０９５‐８２１‐１２１４
０９５‐８４７‐１５１１
０９５‐８７１‐１５１５
０９５‐８２１‐１３６７
０９５‐８４６‐１８８８
０９５‐８６１‐１１１１
０９５‐８２２‐３２５１
０９５‐８８５‐２０１６
０９５‐８５６‐１１１２
０９５‐８４８‐９１７１
０９５‐８７９‐０７０５
０９５‐８２６‐９２３６
０９５６‐４９‐３３７７
０９５６‐４９‐２１９１
０９５０‐２８‐１１１３
０９５‐８２２‐３１５１

長崎市滑石
長崎市富士見町
長崎市籠町
長崎市茂里町
長崎市深堀町
長崎市大浦町
長崎市小峰町
長崎市淵町
長崎市新地町
長崎市琴海形上町
長崎市虹が丘町
長崎市花丘町
長崎市上戸町
長崎市片淵１丁目
佐世保市田原町
佐世保市瀬戸越
長崎市草積町
長崎市油屋町

長崎北徳洲会病院
さとう内科医院
十善会病院
長崎原爆病院
長崎記念病院
大浦診療所
聖フランシスコ病院
長崎市立病院成人病センター
長崎市立市民病院
長崎市立琴海病院
虹が丘病院
花丘診療所
上戸町病院
長崎県済生会病院
久保内科病院
長崎労災病院
平戸市民病院
★ながさき内科・リウマチ科病院

�実施できる医療機関 （平成２０年６月１６日現在）

★ながさき内科・リウマチ科病院にて受診される方へ
ながさき内科・リウマチ科病院にて受診をご希望の方は、特定健康診査受診券は不要です。
（保険証、質問票、受診料８００円は必要です。）
尚、健診日のご予約をされる際には「特別健診の予約を」と一言添えてお申込下さい。

特定健康診査の検査項目

※ご本人の希望により、上記検査項目以外の検査が別途
実施された場合はその検査に係る費用は全額自己負担
になります。

毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）６月１５日発行建 設 長 崎第５１６号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



※処分も承ります�
まずは�
お電話を�

質屋許可有�

建築・土木資材、道具、工具、�
家財道具、車、農機具の買い取り・販売�
　　（中古・新品）�

お買い得情報�

中古�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

アルミ60角鋼管�
フォームタイ�
座金�
高周波�
バイブレータ�
プレート�
光波�
レベル器�

新品�
〃�
〃�
中古�
〃�
〃�
〃�
�

インパクト（マキタ・日立）14.4V　35,500円�
バッテリー充電器　24V・12V�
サンダー　100ミリ�
自動カンナ　200V（３枚歯）�
自動カンナ　100V一尺幅（軽量・重量）�
200V　255超仕上げ（マキタ）�
プレート�
�その他いろいろ（サポートなど）�

国道204号線（マルキョウ大野店駐車場前）�

左石�
親和銀行�
大野支店�

西肥バス�
大野営業所�

大野�

マルキョウ大野店�ほっかほっか亭�
至
柚
木�

至佐世保市街�
至平戸

�

ココ�

�
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�
�
�
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�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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�

浦
上
東
支
部

建設長崎メンバーズカード及び温泉利用補助券で割引が受けら
れます。

長
崎
学
院

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
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五
月
十
三
日
�
浦
上
東
支
部

主
婦
会
で
は
、
ホ
ウ
酸
団

子
と
編
み
籠
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。
ご
主
人
手
作
り
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
「
お
ろ
し
器
」
で
新
た

ま
ね
ぎ
を
す
り
お
ろ
し
、
そ
の

刺
激
に
涙
を
流
し
な
が
ら
の
作

業
で
し
た
が
、
ゴ
キ
ブ
リ
が
出

な
い
快
適
な
生
活
の
た
め
、
大

奮
闘
、
沢
山
の
団
子
が
完
成
し

ま
し
た
。

ホ
ウ
酸
団
子
を
乾
燥
さ
せ
る

た
め
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
た
ま
ま
、

た
ま
ね
ぎ
の
香
り
の
す
る
支
部

事
務
所
で
、
次
の
作
業
で
す
。

荷
紐
を
使
っ
た
籠
作
り
に
挑

戦
で
す
。
両
手
・
両
足
？
を
器

用
に
つ
か
い
、
編
み
あ
が
っ
た

籠
は
、
小
さ
な
も
の
で
し
た
が
、

時
間
を
掛
け
れ
ば
大
き
な
も
の

も
作
れ
る
そ
う
で
す
。
次
回
挑

戦
か
な
？

ホ
ウ
酸
団
子
・
籠

作
り
の
最
中
は
、
今

後
の
予
定
や
そ
の
他

沢
山
の
共
通
の
話
題

で
、
終
始
お
し
ゃ
べ

り
と
笑
い
声
が
絶
え

な
い
一
日
で
し
た
。

五
月
八
日
�
の
五
月
晴
れ
の

中
、
支
部
三
役
・
主
婦
会

の
協
力
を
得
て
、
賃
金
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
配
布
行
動
と
支
部
事
務

所
庭
木
の
剪
定
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

買
い
物
客
で
賑
わ
う
、
早
岐

の
「
茶
市
会
場
」
で
、
二
千
個

全
て
の
賃
金
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
一

人
一
人
に
丁
寧
に
手
渡
し
、

年
々
厳
し
さ
を
増
す
建
設
労
働

者
の
現
状
と
実
態
を
訴
え
、
協

力
し
て
頂
け
る
よ
う
、
宣
伝
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
支
部
事
務
所
に
戻

り
伸
び
き
っ
た
庭
木
の
剪
定
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

支
部
事
務
所
に
は
多
く
の
木

が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
一
本
一

本
を
丁
寧
に
剪
定
し
、
併
せ
て

庭
の
土
を
耕
し
、
花
を
植
え
る

な
ど
、
昨
年
の
駐
車
場
整
備
に

引
き
続
き
、
支
部
事
務
所
前
は

見
違
え
る
雰
囲
気
と
な
り
ま
し

た
。少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

整
備
し
て
頂
き
、
組
合
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
尚
一
層
、
様
々

な
運
動
に
力
を
い
れ
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
。

（
松
園
）

支支部部事事務務所所
庭庭木木剪剪定定作作業業

色色鮮鮮ややかかなな
おお寿寿ししのの出出来来上上ががりり

参
加
者

（
敬
省
略
）

丸
田

勉

茅
原
喜
志
男

長
島

則
行

田
中

秀
幸

迎

稔

早
田

純
子

迎

良
子

茅
原

雪
江

丸
田

洋
子

田
川
フ
ジ
子

都
市

秋
子

田
中

光
子

西
彼
支
部
主
婦
会
で
は
、
五

月
二
十
七
日
�
に
料
理
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
初

め
て
の
試
み
で
大
村
寿
し
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
で
、
朝
か
ら

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
支
部
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
八

名
。早

速
、
皆
さ
ん
持
ち
寄
っ
た

材
料
で
調
理
開
始
。
事
務
所
に

甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
が
漂
う
中
、

す
し
飯
を
作
る
人
、
具
材
・
錦

糸
卵
を
作
る
人
な
ど
和
気
あ
い

あ
い
と
し
な
が
ら
も
手
際
よ
く

具
材
の
下
準
備
が
で
き
、
い
よ

い
よ
型
枠
の
中
へ
。
す
し
飯
、

具
と
重
ね
、
さ
ら
に
、
は
ん
ぺ

ん
、
錦
糸
卵
を
の
せ
た
後
、
程

よ
い
力
で
押
さ
え
、
型
枠
を

そ
っ
と
は
ず
す
と
色
鮮
や
か
な

お
寿
し
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

で
き
た
て
の
お
寿
し
を
均
等

に
切
り
分
け
た
後
、
持
ち
寄
っ

た
刺
身
、
と
う
ふ
、
お
吸
い
物

な
ど
と
一
緒
に
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
主
婦
会

総
会
を
行
い
、
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
話
し
合
う
な
ど
、
大
変

楽
し
く
、
有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
（
岡
�
ア
イ
子
）

MEMBER'S CARD
＊ご利用案内＊
●指定温泉施設追加のお知らせ
『ゆりの温泉』（ ）
■所 在 地 西彼杵郡長与町高田郷２２８９－２
■電 話 ０９５－８５６－２６１７
■営業時間 １０：００～２４：００
■定 休 日 奇数月の第３水曜日
■施設概要 大浴場・寝湯・ジェットバス・サウナ

水風呂・露天風呂・タル湯
■利用料金

●レンタカージャパレン組合員特別価格
メンバーズカードの提示で『レンタカージャパレン』の各種車両が組合員価格でレンタル
できるようになりました。

■価格の一例■
（消費税・免責補償料込み）

受
講
生
募
集

二
級
建
築
士（
製
図
）受
験
対
策
講
座

二
級
建
築
士
試
験
合
格
を
目
指
し
て
、
二
級
建

築
士
講
座
を
開
講
致
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
申

込
書
に
て
お
申
込
下
さ
い
。

講
習
期
間

平
成
二
十
年
七
月
十
四
日
よ
り
開
始

予
定
〜
全
二
十
七
回

（
原
則

月
・
水
・
金
曜
日
、
都
合

に
よ
り
急
遽
日
程
変
更
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

講
習
内
容

製
図
（
平
成
二
十
年
度
製
図
問
題
）

講
習
時
間

午
後
六
時
三
〇
分
〜
午
後
九
時
〇
〇

分
ま
で

受
講
料

四
万
五
千
円（
製
図
用
紙
代
等
別
途
）

製
図
用
具
は
用
意
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
自
身
で
お
持
ち
下
さ
い
。

受
付
期
間

随
時
受
付
。
申
込
書
の
持
参
か
郵
送
、

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付
致
し
ま
す
。

指 定 温 泉
○イオス
○海の健康村
○喜道庵
○道ノ尾温泉
○雲仙スパハウス
○サンスパ大村
○万松楼
○千里ケ浜温泉ホテル蘭風

※補助券は所属支部で発行しています。

申し込みは 長崎県建設技術専門学院まで
長崎市城山町１７－５８ TEL０９５－８６１－９２６１ FAX０９５－８６１－９２７３

※メンバーズカードを提示して下さい。

株式会社ジャパレン西九州
ジャパレン予約センター TEL０９５－８４４－７５００

部支東保世佐

部支彼西

利用者負担額

２００円

３００円

無料

補助券額

▲３００円

－

－

割引額

▲１５０円

－

－

規定料金

６５０円

３００円

無料

大 人

子 供

幼 児

１ヶ月

１４７，０００円

１３１，２５０円

１７８，５００円

２２０，５００円

延長（１時間）

１，２６０円

１，６８０円

１，６８０円

１，６８０円

１日

１０，５００円

８，４００円

１０，５００円

１２，６００円

２ ｔ 幌

２ｔロング

２ ｔ

２ｔロング

トラック

ア ル ミ

℡０９５－８４４－７５００

℡０９５－８１８－７１１１

℡０９５－８２７－８８８９

℡０９５７－２４－３９００

℡０９５７－５４－２９６６

℡０９５２－２８－３９００

長崎� 長崎市大橋町１６－６

宝町� 長崎市宝町３－２０

馬町� 長崎市出来大工町４－１F

諫早� 諫早市長野町１０６０－１

長崎空港前� 大村市古賀島町１７７７－１

佐賀� 佐賀市八戸２丁目１－５

生活サポート館
佐世保市瀬戸越４－７－１６
TEL・FAX（０９５６）４９－３３２１

営業時間
AM１０：００～PM１８：００
日曜日の営業は

PM１６：００まで
定休日

第１・第３・第５日曜日

予約・各種問い合せは各
営業までお願いします。

〔平成２０年６月現在〕

主主
婦婦
会会

主主婦婦会会

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５１６号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）６月１５日発行


